


毎年発表される厚生省からの先天性代謝異常症の発見数の中のホモチスチン尿症について

は,数があまり多いことと,本当にホモチスチン尿症であったか否かについては長く疑問を

持たれて来た。今回55 年度のデーターについて詳細な再調査を行い,この疑問を解消すべ

く努力してみた。方法は各県の代謝異常スクリーニングセンターに問い合せ,そこからさら

に報告された症例を管理している病院へと問い合せを進め集計した。その結果,厚生省ヘホ

モチスチン尿症として報告された8例中,本当に本症であったものは0,すべて持続性,一過

性の高メチオニン血症であった。実は厚生省の発表の表にはホモチスチン尿症とは別に「

その他」の項があり,ここに高メチニオン血症その他の発見された症例を記載している県も

多く,すべてを調査してみると,55 年度,持続性の高メチオニン血症は 6例であった。 


